
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協

力
本
部
一
同
、
謹
ん
で
新
春
の
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
防
衛
協
会
、
自
衛
隊

家
族
会
、
隊
友
会
、
鹿
地
本
後
援
会

を
は
じ
め
、
各
協
力
団
体
等
及
び
地

域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無

事
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
　
　

　
平
成
30
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
各
地
域
の
方
々
、
防
衛
協

力
諸
団
体
及
び
関
係
機
関
と
密
接
に

連
携
し
な
が
ら
、
任
務
を
完
遂
す
る

「
強
い
意
志
」
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、

部
内
外
関
係
者
に
「
誠
意
」
を
尽
く

す
姿
勢
を
持
っ
て
、
よ
り
一
層
勤
務
に

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
、
様
々
な
課
題
や
不
安

定
要
因
が
よ
り
顕
在
化
・
先
鋭
化
し

て
き
て
お
り
、
冷
戦
終
結
以
降
、
最

も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

特
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
兵
器
・
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
や
運
用
能
力
の

向
上
は
、
新
た
な
段
階
の
脅
威
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
に
よ
る
透
明

性
を
欠
い
た
軍
事
力
の
増
強
と
積
極

的
な
海
洋
進
出
が
地
域
の
軍
事
バ
ラ

ン
ス
を
急
速
に
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る

中
、
東
シ
ナ
海
及
び
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
独
自
の
主
張
に
基
づ
く
現
状
変

更
の
試
み
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍

事
活
動
の
活
発
化
な
ど
、
わ
が
国
を

含
む
地
域
は
国
際
社
会
の
安
全
保
障

上
の
強
い
懸
念
と
な
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
熊

本
地
震
や
、
昨
年
７
月
に
発
生
し
た

九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
始
め
と
し
た

突
発
的
か
つ
大
規
模
な
各
種
の
自
然

災
害
の
発
生
や
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛

隊
を
含
む
航
空
事
故
等
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
、
そ
し
て
殉
職
さ
れ
た
隊
員

の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
慎
ん
で
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
一
刻
も
早
い
行
方
不
明
者
の

発
見
、
そ
し
て
一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
自
衛

隊
は
、
今
後
と
も
日
頃
の
厳
し
い
教

育
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
全
う
す
べ
く
各

種
の
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
昨
年
に
発
生
し
た
航
空

事
故
の
中
か
ら
、
特
に
紹
介
さ
せ
て

頂
き
た
い
隊
員
が
い
ま
す
。
昨
年
の

８
月
26
日
に
青
森
県
沖
で
発
生
し
た
、

海
上
自
衛
隊
第
25
航
空
隊
所
属
の
Ｓ

Ｈ-

60
Ｊ
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
発

着
艦
訓
練
中
に
発
生
し
た
事
故
で
殉

職
さ
れ
た
副
操
縦
士
で
す
。
こ
の
隊

員
は
、
昨
年
４
月
に
江
田
島
の
幹
部

候
補
生
学
校
に
て
任
官
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
平
成
27
年
に
宮
崎
県
え
び

の
市
で
発
生
し
た
Ｏ
Ｈ-

６
Ｄ
Ａ
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
墜
落
事
故
で
同
期
生
を

亡
く
し
た
隊
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
、
平
成
27
年
の
事
故
後
の
休
暇

で
帰
省
し
た
際
に
、
ご
両
親
に
対
し

て
、「
も
し
自
分
が
今
後
事
故
に
あ
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
衛
隊

を
責
め
な
い
で
欲
し
い
。」、さ
ら
に「
自

分
が
機
長
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
で
、

何
ら
か
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、

同
乗
者
の
ご
家
族
等
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
責
め
ら
れ
て
も
、
全
部
聞
い
て
、
全

て
受
け
止
め
て
欲
し
い
。」
と
伝
え
て

い
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
24
歳
と
い
う

若
さ
で
、そ
の
よ
う
な
「
決
意
」
と
「
覚

悟
」
と
自
衛
隊
の
職
務
に
対
す
る
「
責

任
感
」
を
持
っ
て
い
た
「
彼
の
生
き
ざ

ま
」
に
感
銘
を
受
け
、
私
自
身
、
一
人

の
自
衛
官
と
し
て
、初
心
に
帰
り
、「
自

衛
官
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
鹿

児
島
地
本
部
員
と
し
て
」
の
看
板
を

背
負
い
、「
国
と
地
域
、
国
民
の
生
命

と
財
産
、
安
心
・
安
全
」
を
断
固
と
し

て
守
る
と
い
う
「
決
意
」
と
「
覚
悟
」

と
「
責
任
感
」
を
し
っ
か
り
と
堅
持
し

て
、
任
務
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
を

魂
に
刻
み
ま
し
た
。

　
こ
の
「
決
意
」
と
「
覚
悟
」
と
「
責

任
感
」
を
も
っ
て
、本
年
も
引
き
続
き
、

「
鹿
児
島
県
民
の
皆
様
と
自
衛
隊
と
の

架
け
橋
」
及
び
「
自
衛
隊
の
顔
」
と
し

て
、
鹿
地
本
部
員
総
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
誠
心
誠
意
職
務
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
現
在
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
化
・

高
学
歴
化
と
景
気
回
復
の
影
響
を
受

け
る
厳
し
い
募
集
環
境
下
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
は
明
治
維
新
１
５
０
周

年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
大
河
ド

ラ
マ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
西
郷
隆
盛
」
を
始
め
と
し
て
、「
東
郷
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︵
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平成29年度防
衛
大
臣
表
彰

︵
就
職
援
護
功
労　

団
体
︶

鹿
児
島
綜
合
警
備
保
障
株
式

会
社

株
式
会
社
セ
ノ
ン
南
九
州
支
社

︵
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功

労　

団
体
︶

一
般
財
団
法
人
霧
島
市
施
設

管
理
公
社

第
一
相
互
警
備
保
障
株
式
会
社

陸
上
幕
僚
長
表
彰

︵
一
般
功
労　

個
人
︶

谷
川
　
洋
造
︵
鹿
児
島
県
防

衛
協
会
副
会
長
︶

︵
就
職
援
護
功
労　

団
体
︶

霧
島
市
役
所

海
上
幕
僚
長
表
彰

︵
一
般
功
労　

個
人
︶

谷
川
　
洋
造
︵
鹿
児
島
県
防

衛
協
会
副
会
長
︶

佐
世
保
地
方
総
監
表
彰

︵
一
般
功
労　

個
人
︶

田
浦
　
天
志
︵
志
布
志
市
商

工
会
理
事
︶

西
部
方
面
総
監
表
彰

︵
募
集
功
労　

個
人
︶

上
園
　
禎
孝
︵
自
衛
隊
家
族

会
九
州
・
沖
縄
地
域
協
議
会

事
務
局
長
︶

︵
募
集
功
労　

学
校
︶

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
工
業
高

等
学
校

鹿
児
島
県
立
加
治
木
工
業
高

等
学
校

鹿
児
島
県
立
沖
永
良
部
高
等

学
校

︵
就
職
援
護
功
労　

団
体
︶

霧
島
木
質
燃
料
株
式
会
社

日
本
通
運
株
式
会
社
　
鹿
児

島
支
店

︵
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労 

団
体
︶

福
地
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社
徳
永
生
花

有
限
会
社
浜
田
建
設

南
国
警
備
株
式
会
社

第
８
師
団
長
表
彰

︵
一
般
功
労　

個
人
︶

春
田
　
宗
徳
︵
鹿
児
島
県
防

衛
協
会
青
年
部
会
会
長
︶

︵
就
職
援
護
功
労　

団
体
︶

社
会
福
祉
法
人
緑
風
会
太
陽

の
里

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協

力
本
部
長
表
彰

︵
一
般
功
労　

個
人
︶

片
平
　
裕
康
︵
元
西
部
方
面

隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
鹿

児
島
市
防
衛
協
会
青
年
部
会

監
事
︶

徳
永
　
敬
次
︵
元
西
部
方
面

隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
瀬

戸
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
︶

里
見
　
弘
壽
︵
元
西
部
方
面

隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
里

見
海
運
産
業
株
式
会
社
　
代

表
取
締
役
社
長
︶

安
村
　
祐
美
︵
元
地
本
モ
ニ

タ
ー
、
日
置
市
自
衛
官
募
集

相
談
員
︶

片
野
田
　
洋
︵
元
西
部
方
面

隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
鹿

児
島
大
学
教
授
︶

馬
庭
　
ひ
と
み
︵
ア
ク
ア
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
福
丸
︶

︵
募
集
功
労　

個
人
︶

春
田
　
博
明
︵
鹿
児
島
市
自

衛
隊
家
族
会
会
長
︶

喜
村
　
育
代
︵
鹿
児
島
市
自

衛
隊
家
族
会
事
務
局
長
︶

片
平
　
貞
夫
︵
鹿
児
島
市
中

央
自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

片
平
　
靖
子
︵
鹿
児
島
市
自

衛
隊
家
族
会
会
計
︶

故
　
留
盛
　
寛
︵
い
ち
き
串

木
野
市
自
衛
隊
家
族
会
顧
問
︶

松
下
　
守
︵
霧
島
市
福
山
町

自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

福
留
　
安
浩
︵
枕
崎
市
自
衛

隊
家
族
会
会
長
︶

山
中
　
省
三
︵
南
さ
つ
ま
市
笠

沙
町
自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

福
吉
　
信
義
︵
南
九
州
市
頴

娃
町
自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

林
　
敏
治
︵
前
　
与
論
町
自

衛
隊
家
族
会
会
長
︶

永
田
　
五
夫
︵
薩
摩
川
内
市

自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

今
村
　
直
樹
︵
前
　
日
置
市

自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

榎
元
　
智
恵
︵
前
　
い
ち
き

串
木
野
市
自
衛
官
募
集
事
務

担
当
者
︶

芦
谷
　
康
之
︵
霧
島
市
自
衛

官
募
集
事
務
担
当
者
︶

杉
浦
　
久
留
美
︵
宇
検
村
自

衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

長
田
　
智
寛
︵
前
　
南
種
子

町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

︵
募
集
功
労　

学
校
︶

鹿
児
島
県
立
種
子
島
中
央
高

等
学
校

鹿
児
島
県
立
開
陽
高
等
学
校

鹿
児
島
県
立
川
薩
清
修
館
高

等
学
校

学
校
法
人
志
學
館
学
園
　
志

學
館
大
学

鹿
児
島
県
立
指
宿
高
等
学
校

︵
就
職
援
護
功
労　

団
体
︶

か
ぎ
ん
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
株

式
会
社

株
式
会
社
山
一
建
設

有
限
会
社
桂
信
シ
ス
テ
ム

医
療
法
人
敬
躍
会
ハ
ー
ト
フ

ル
隼
人
病
院

株
式
会
社
南
光

鹿
児
島
王
将
株
式
会
社

志
布
志
東
洋
埠
頭
株
式
会
社

︵
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功

労
・
団
体
︶

百
年
リ
ビ
ン
グ
工
務
店

有
限
会
社
内
フ
ァ
ー
ム

原
口
防
災

有
限
会
社
宮
畳
工
場

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
後
援
会
会
員
の
皆
様
を
始
め
、自

衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
部
員
の

皆
様
、防
衛
協
力
諸
団
体
の
皆
様
、謹

ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
後
援
会
に
対
し
ま
し
て
、格

段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、一
昨
年
3
月
か
ら
、敷
嶋
章
本
部

長
の
統
率
方
針
で
あ
る「
強
い
意
志
」、

「
誠
意
」の
も
と
、部
員
総
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、更
な
る
飛
躍
と
発
展
を
揺
る

ぎ
な
い
も
の
に
し
た
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、北

朝
鮮
に
よ
る
国
連
決
議
を
無
視
し
た

核
実
験
及
び
度
重
な
る
わ
が
国
上
空

を
通
過
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
、

中
国
に
よ
る
尖
閣
諸
島
領
海
へ
の
公

船
の
頻
繁
な
侵
入
や
力
を
背
景
と
し

た
現
状
変
更
の
試
み
及
び
東
シ
ナ
海

上
空
で
の
活
発
な
航
空
機
の
活
動
等
、

わ
が
国
の
防
衛
警
備
を
揺
る
が
す
よ

う
な
事
象
が
発
生
し
、わ
が
国
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、様
々
な
課
題

や
不
安
定
要
因
が
よ
り
顕
在
化
・
先
鋭

化
し
て
き
て
お
り
、冷
戦
終
結
以
降
、

最
も
厳
し
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境
情
勢
の

中
、わ
が
国
で
は
昨
年
10
月
、衆
議
院

解
散
総
選
挙
に
よ
り
、新
た
な
政
府
が

発
足
し
、次
世
代
の
日
本
の
安
全
保
障

態
勢
構
築
に
向
け
て
、あ
ら
ゆ
る
政
策

を
推
し
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、鹿
児
島
県
内
で
は
、昨
年
夏
、

鹿
児
島
県
議
会
議
員
の
超
党
派
に
よ

る「
鹿
児
島
県
防
衛
議
員
連
盟
」が
新

た
に
発
足
し
、本
年
1
月
末
に
は「
第

12
回
九
州
・
沖
縄
防
衛
議
員
連
盟
連

絡
協
議
会
総
会
」が
鹿
児
島
県
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、鹿
児
島

県
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
県
で
も
防

衛
基
盤
の
更
な
る
育
成
及
び
拡
充
に

拍
車
が
か
か
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、国
内
に
目
を
向
け
て
み
ま
す

と
、自
衛
隊
は
昨
年
夏
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
災
害
を
始
め
と
し
た
各

種
の
自
然
災
害
等
の
発
生
に
際
し
て

は
、日
頃
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
に
対
応
し
、

人
命
救
助
、生
活
支
援
及
び
民
生
の
安

定
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
が
各
種
任
務
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
、こ
れ
を
下
支
え
す
る
人
的

基
盤
を
安
定
的
に
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
と
、国
民
一
人
ひ
と
り
、そ
し
て
地

方
公
共
団
体
等
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
は
、自
衛
官
の
募
集
及
び

採
用
、退
職
予
定
隊
員
の
就
職
の
援

助
、予
備
自
衛
官
等
の
管
理
、広
報
活

動
等
の
各
種
任
務
に
お
い
て
、各
自
治

体
等
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
と
の
良

好
な
関
係
を
維
持
・
強
化
し
、防
衛
基

盤
の
拡
充
を
積
極
的
に
推
進
し
、着
実

に
実
績
を
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
後
援

会
に
お
き
ま
し
て
も
、国
家
の
平
和
と

国
民
の
安
全
・
安
心
を
願
う
県
民
の
皆

様
に
対
し
、わ
が
国
の
防
衛
及
び
自
衛

隊
に
関
す
る
理
解
の
深
化
に
努
め
、防

衛
省
・
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
な
る
よ

う
、な
お
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
後
援
会
の
今
後
更
な
る

充
実
・
発
展
の
た
め
に
も
、新
規
後
援

会
会
員
加
入
に
格
別
の
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新年の
ご挨拶

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
の
益
々
の
ご
発

展
と
部
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、後

援
会
会
員
の
皆
様
、そ
し
て
防
衛
協
力

諸
団
体
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
八
郎
元
帥
」
な
ど
、
歴
史
的
に
多

く
の
偉
人
を
輩
出
し
て
き
た
こ
の
鹿

児
島
の
地
で
、
陸
海
空
自
衛
隊
が
迅

速
か
つ
最
大
限
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
人
的
基
盤
を
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
に
、「
国
防
男
子
・

女
子
」
た
る
自
衛
隊
員
の
募
集
及
び

採
用
業
務
、
ま
た
、
在
職
中
安
心
し

て
職
務
に
精
励
で
き
る
よ
う
退
職
予

定
隊
員
の
就
職
援
護
業
務
、
予
備
自

衛
官
等
の
獲
得
、
維
持
、
管
理
業
務

を
達
成
す
べ
く
、
幅
広
く
広
報
活
動

を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
自

衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
は
「
地

方
協
力
本
部
と
し
て
の
組
織
力
と
部

員
と
し
て
の
人
間
力
」
の
向
上
を
図

り
つ
つ
、
鹿
児
島
県
民
の
皆
様
、
地
域

の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
意
欲
的
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
に
皆

様
か
ら
の
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
改

め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
、
輝
か
し
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
後
援
会

会
長
　

谷
川
　
洋
造

新
年
の
ご
挨
拶

※

﹁
鹿
児
島
地
本
﹂
は
﹁
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
﹂
の
略
称
で
す
。 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
各
地
域
で
の
諸
行
事

開
催
に
お
い
て
、
温
か
く
向
か
い
入

れ
て
い
た
だ
き
、
自
衛
官
募
集
業
務

及
び
援
護
業
務
並
び
に
予
備
自
衛
官

業
務
に
対
す
る
ご
協
力
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
の
諸
行
事
開
催
に
あ
た
り
、
地

元
行
政
の
担
当
者
や
地
元
有
力
者
の

方
々
に
対
し
て
、
ご
助
言
を
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
募
集
援
護
ブ
ー
ス

の
運
営
や
装
備
品
展
示
の
運
営
に
つ

い
て
整
斉
と
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
各
地
域
の
家
族
会

会
長
を
初
め
家
族
会
会
員
の
方
々
、

隊
友
会
各
支
部
長
及
び
同
会
員
の

方
々
に
、
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
衛

隊
ブ
ー
ス
に
隣
接
し
て
、
同
時
に
自

衛
隊
の
グ
ッ
ズ
販
売
、
海
軍
カ
レ
ー

製
品
等
の
販
売
を
、
ほ
と
ん
ど
利
益

を
無
視
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
広
報
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
強

く
思
う
と
同
時
に
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

　
平
成
30
年
は
、
景
気
は
引
き
続
き

上
昇
傾
向
と
見
込
ま
れ
、
自
衛
官
募

集
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況
が
継

続
す
る
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

各
地
域
で
の
新
た
な
行
事
参
入
を
初

め
、
行
事
参
加
の
拡
大
を
図
り
、
数

多
く
の
人
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え

て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
数
多
く
の
退
職
予
定
の
隊

員
が
鹿
児
島
県
内
で
再
就
職
を
希
望

さ
れ
て
お
り
、
雇
用
に
つ
い
て
も
昨

年
同
様
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
協
力
諸
団
体
の
皆
様
の
、

ご
助
力
を
得
な
が
ら
、
敷
嶋
本
部
長

を
核
心
と
し
て
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
の
目
標
を
達
成
す
べ
く

職
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
方
に
と
っ
て
本
年

が
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

副
本
部
長

防
衛
事
務
官
　

重
信
　
弘



７月７日～９日
掃海艇「とよしま」「うくしま」艦艇広報

（一般公開）（鹿児島市）

７月１２日
陸上自衛隊中央音楽隊演奏会

（鹿児島市）

７月２２日～２３日　自衛隊みなと祭り
練習艦「せとゆき」艦艇広報
（一般公開）（鹿児島市）

７日２４日～２６日
護衛艦「ありあけ」艦艇広報
（体験航海）（鹿児島市）

８月２日
鹿児島工業高等学校へ

西部方面総監感謝状贈呈（鹿児島市）

８月２６日　
陸自ＣＨ－４７Ｊ体験搭乗

（奄美市）

９月３日
掃海艇「くろしま」艦艇広報

（一般公開）（沖永良部島和泊町）

９月５日
加治木工業高等学校へ

西部方面総監感謝状贈呈（姶良市）

９月１０日
くれないの塔慰霊式

（奄美市らんかん山）

９月１１日
試験艦「あすか」艦艇広報
（特別公開）（瀬戸内町）

１０月７日～８日
海上自衛隊佐世保音楽隊演奏会

（７日：垂水市、８日：曽於市）

１０月９日
安心安全まちづくりパレード

（鹿児島市）

１０月１１日
練習艦「せとゆき」「しまゆき」

艦艇広報（一般公開）（鹿児島市）

１１月１２日
ＯＨ－６Ｄ殉職隊員慰霊登山

（湧水町）

１１月２日
おはら祭り夜祭り

（鹿児島市）

１１月５日
ずんばいよか祭り

（鹿児島市）

１１月２１日
平成２９年度感謝状贈呈式

（鹿児島市）

１１月２３日
ふれあいフェスタ in 大崎

（大崎町）

１１月２３日〜２４日
輸送艦「くにさき」艦艇広報

（志布志市）

１１月２５日
川内ポートフェア

水中処分母船 5 号（一般公開）（薩摩川内市）

１１月２６日
掃海艇「ししじま」

艦艇広報（一般公開）（肝付町）

９月２０日
南極の氷の贈呈式

（大崎町立野方小学校）

平成 29年下半期　鹿児島地本写真集平成 29年下半期　鹿児島地本写真集平成 29年下半期　鹿児島地本写真集

鹿児島地本だより （2）平成 30年（2018 年）新年号

「京セラ株式会社　鹿児島国分工場（霧島）」での研修の様子平成 29 年度隊友会九州・沖縄ブロック研修会佐賀大会の様子

　
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
試

み
と
し
て
始
ま
っ
た
「
企
業
研

修
」は
、
現
在
も
継
続
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は
鹿
児
島

県
内
の
退
職
自
衛
官
雇
用
企
業

2
社
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
企
業
研
修
」
の
目
的
は
、
本

部
長
、
副
本
部
長
及
び
就
職
援

護
担
当
者
が
、
定
年
制
及
び
任

期
制
で
退
職
し
た
自
衛
官
を
、

再
就
職
で
雇
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
県
内
各
地
の
企
業
を
研

修
し
、
雇
用
環
境
の
把
握
や
就

労
状
況
の
実
視
、
就
職
援
護
担

当
者
と
し
て
の
見
識
及
び
識
能

の
向
上
を
図
り
、円
滑
な
就
職
援

護
業
務
の
資
と
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　「
企
業
研
修
」
は
、
四
半
期
ご

と
に
1
回
、
就
職
援
護
会
同
時

に
併
せ
て
実
施
し
て
お
り
、
6
月

に
「
医
療
法
人
　
緑
風
会
　
太

陽
の
里（
日
置
市
）」、
9
月
に「
京

セ
ラ
株
式
会
社
　
鹿
児
島
国
分

工
場（
霧
島
市
）」を
研
修
し
ま
し

た
。

　
研
修
参
加
者
は
、
本
部
長
、
副

本
部
長
、
援
護
課
、
鹿
児
島
・
国

分
・
川
内
援
護
セ
ン
タ
ー
、
そ
の

他
、地
本
以
外
で
は
大
隅
半
島
エ

リ
ア
の
就
職
援
護
業
務
を
担
任

し
て
い
る
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航

空
基
地
就
職
援
護
室
並
び
に
一

般
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会

福
岡
支
部
等
、
約
30
名
で
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
各
地
の
企
業
を
研
修
す

る
こ
と
は
、
各
地
域
で
の
雇
用
環

境
や
就
労
状
況
を
把
握
で
き
、

県
内
の
経
済
状
況
及
び
雇
用
情

勢
の
情
報
を
収
集
で
き
る
等
、就

職
援
護
業
務
担
当
者
と
し
て

個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
大
変
効

果
的
で
あ
り
、じ
後
の
業
務
遂
行

の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
は
、
退
職
自
衛
官

と
企
業
と
の「
架
け
橋
」と
し
て
、

鹿
児
島
県
内
退
職
自
衛
官
雇
用
企
業
を
研
修

援　護

就
職
援
護
業
務
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

部
は
、
11
月
4
日（
土
）及
び
5
日

（
日
）の
2
日
間
、
佐
賀
県
佐
賀
市

内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
平
成
29

年
度
隊
友
会
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
佐
賀
大
会
」
に
参
加
し

た
鹿
児
島
県
隊
友
会
を
支
援
し

ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
九
州
・
沖
縄
地

区
に
お
け
る
自
衛
隊
と
各
県
の

隊
友
会
の
相
互
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
各
県
が
持
ち

回
り
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
今
年
度
は
佐
賀
県
で
の
開

催
で
、
鹿
児
島
県
隊
友
会
か
ら
は

村
山
会
長
以
下
28
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
日
の
研
修
会
に
引
き
続
き

行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
各

部
隊
・
地
本
の
指
揮
官
等
及
び

実
務
担
当
者
が
隊
友
会
会
員
と

活
発
な
意
見
交
換
を
交
わ
し
、
時

に
は
現
職
と
Ｏ
Ｂ
の
関
係
と
な

り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
思
い
出

話
に
花
が
咲
い
て
い
る
光
景
も

あ
り
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
翌
5
日
は
、

現
地
研
修
と
し
て
佐
賀
市
内
に

お
け
る
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の

見
学
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
巨
大

な
バ
ル
ー
ン
が
一
斉
に
飛
び
立

つ
光
景
に
感
嘆
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
、
援
護
課
長
以
下
援
護
課

員
3
名
が
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
鹿
児
島
県
隊
友
会
会
員
の

方
々
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
と
自

衛
隊
の
架
け
橋
と
し
て
ご
活
躍

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊

の
各
種
活
動
に
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

は
、
今
後
と
も
鹿
児
島
県
隊
友
会

と
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
29
年
度
隊
友
会

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
佐
賀
大
会
支
援

援　護
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国分援護センター

平成 30年（2018 年）新年号（3）

　
国
分
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
１０
月
１０
日

（
火
）
に
、
国
分
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
「
平

成
２９
年
度
第
３
回
駐
屯
地
援
護
担
当
者

会
同
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
本
会
同
は
、
国
分
駐
屯
地
に
所
在
す
る

各
部
隊
等
の
援
護
担
当
者
３０
名
に
対
し
、

最
新
の
雇
用
情
勢
や
県
内
の
職
業
別
求

人
状
況
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
求

人
の
情
報
と
し
て
、
鹿
児
島
県
内
の
平
均

賃
金
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
す
る

と
と
も
に
、
日
常
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
促
し
、
自
衛
隊
を
退
職
し
て

か
ら
企
業
へ
再
就
職
す
る
ま
で
の
間
の
健

康
面
に
お
け
る
注
意
点
や
体
力
の
維
持

増
進
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を

図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
年
制
及
び
任
期
制
の
退
職
予

定
隊
員
の
現
在
ま
で
の
就
職
援
護
状
況

に
係
る
情
報
を
提
供
し
、
順
調
に
再
就
職

活
動
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
中
隊
長

等
に
報
告
し
、
理
解
を
得
ま
し
た
。

　
更
に
、
今
回
は
、
予
備
自
衛
官
班
長
か

ら
、
予
備
自
衛
官
制
度
に
つ
い
て
、
最
新

の
現
状
と
制
度
の
説
明
を
実
施
し
、
退
職

予
定
者
の
予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
の
促
進

に
つ
い
て
、
各
部
隊
長
及
び
援
護
担
当
者

へ
の
理
解
と
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
国
分
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
と
も
駐

屯
地
援
護
担
当
者
と
緊
密
に
連
携
し
、
就

職
援
護
に
関
す
る
最
新
の
情
報
提
供
及
び

情
報
共
有
を
行
い
、
退
職
予
定
隊
員
が
安

心
し
て
第
二
の
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成29年度第3回駐屯地援護担当者会同の様子

リックン

カイクン
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種
子
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
事
務
所
が

担
当
す
る
各
市
町
村
に
お
い
て
、
毎
年
８

月
に
実
施
さ
れ
る
夏
祭
り
に
参
加
し
、
約

２
５,
０
０
０
名
以
上
の
方
々
に
対
し
て
、

募
集
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。
昼
の
部
の
パ

レ
ー
ド
で
は
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま

も
る
君
」
を
中
心
に
制
服
披
露
や
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
夜
の
部
で
は
、

会
場
内
に
お
い
て
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、
自
衛
官
適
齢
者
に
対
し
募
集
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、
念
願
で
あ
っ
た
種
子
島

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
西
之
表
市
の「
種

子
島
鉄
砲
祭
り
」
の
宣
伝
パ
レ
ー
ド
に
初

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド

で
は
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
鹿
屋
地
域
事
務
所
か
ら
も
海

上
自
衛
官
の
女
性
広
報
員
２
名
が

参
加
し
、
募
集
課
長
（
２
等
陸
佐
　

竹
迫
　
孝
一
）
を
中
心
に
、
観
客
約

１
５,
０
０
０
名
に
対
し
、
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
な
ど
の
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
沿
道
に
集
ま
っ

た
観
客
の
中
に
は
、
初
め
て
自
衛
官

の
制
服
姿
を
見
る
方
も
多
く
、「
自
衛
官
の

制
服
は
格
好
良
い
。」、「
頑
張
っ
て
下
さ

い
。」、「
ま
た
来
て
ね
！
」
等
の
多
数
の
お

言
葉
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
も
る
君
」
は
、

子
供
達
に
大
人
気
で
あ
り
、
写
真
撮
影
に

追
わ
れ
、
後
方
の
団
体
か
ら
も
追
い
つ
か
れ

て
し
ま
う
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
初
参
加
の

「
種
子
島
鉄
砲
祭
り
」
は
、
西
之
表
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
自
衛
隊
を
知
っ
て
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
種
子
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
今
後
も
地

域
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
有
効
に
活
用
し
、
募

集
基
盤
の
更
な
る
拡
充
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。種子島鉄砲祭りでの募集広報活動の様子①

種子島鉄砲祭りでの募集広報活動の様子②

装備品展示の様子

鹿児島中央駅での総出募集の様子

天文館での総出募集の様子

ドラゴンボート競争の応援をする「まもる君」 集合写真

平成29年度第3回駐屯地援護会同教育支援（国分）種子島鉄砲祭りの宣伝パレードに初参加
種子島駐在員事務所

奄美大島駐在員事務所
　
奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
９
月
１０
日

（
日
）
に
、
奄
美
市
ら
ん
か
ん
山
の
「
く
れ
な
い
の

塔
」
で
実
施
さ
れ
た
慰
霊
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ら
ん
か
ん
山
は
、
昭
和
３７
年
９
月
３
日
、
海
上

自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
所
属
の
対
潜
哨
戒
機
Ｐ

２
Ｖ
が
、
鹿
児
島
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
、
輸
血

用
血
液
を
奄
美
大
島
へ
緊
急
空
輸
中
に
墜
落
し

て
、
地
域
住
民
１
名
を
含
む
１３
名
が
犠
牲
と
な

る
事
故
が
発
生
し
た
現
場
で
す
。

　
く
れ
な
い
の
塔
は
、
事
故
の
翌
年
、
奄
美
大
島

青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
り
、
募
金
活
動
な
ど
を

展
開
し
、
市
民
な
ど
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
を
基
に

し
て
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
で
あ
り
、
そ
の
３
本
の

塔
は
プ
ロ
ペ
ラ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
、
現
在
、
墜

落
し
た
Ｐ
２
Ｖ
の
車
輪
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奄
美
市
は
、
こ
の
事
故
の
起
き
た
９
月
３
日
を

「
献
血
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
慰
霊
式
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
慰
霊
式
に
は
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航

空
基
地
か
ら
第
１
航
空
群
司
令
（
中
村
　
敏
弘 

海
将
補
）
以
下
６
名
の
隊
員
が
参
加
し
、
あ
い
さ

つ
に
お
い
て
、「
今
か
ら
５５
年
前
の
、
我
々
の
先
輩

が
奄
美
の
人
を
救
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
、

こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。」
と
弔
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
ラ
ジ
オ
局
で
あ
る
「
あ
ま
み
エ
フ

エ
ム
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
に
も
適
切
に
応
じ
て
、

海
上
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
海
上
自
衛

官
の
募
集
に
係
る
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
鹿
児
島
県
隊
友
会
奄
美
支
部
の

多
数
の
会
員
等
が
参
列
す
る
中
、
奄
美
大
島
青

年
会
議
所
の
司
会
進
行
の
も
と
、
献
花
や
焼
香

を
捧
げ
て
哀
悼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
屋
航
空
基

地
よ
り
Ｐ

－

３
Ｃ
哨
戒
機
に
よ
る
慰
霊
飛
行
も

行
な
わ
れ
、
参
加
者
は
「
惨
事
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
伝
え
て
行
き
た
い
。」

と
語
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
奄
美
大
島
青
年
会
議
所
、
鹿
児
島
県

隊
友
会
奄
美
支
部
及
び
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協

力
本
部
奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所
を
中
心
に
、

年
に
数
回
、
慰
霊
碑
周
辺
の
清
掃
作
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
作
業
終
了
後
に
は
、
全
員
で
冥

福
を
祈
る
黙
祷
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
知
覧
分
駐
所
は
、
１０
月
８
日
（
日
）、
南
さ
つ
ま

市
笠
沙
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
３０
回
マ
リ
ン
ラ
ン

ド
笠
沙
フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第

１２
普
通
科
連
隊
（
国
分
駐
屯
地
）の
支
援
を
受
け

て
、
午
前
８
時
３０
分
の
漁
船
パ
レ
ー
ド
を
ス
タ
ー

ト
に
、
祝
い
餅
投
げ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
競
争
、

舞
台
芸
能
、
漁
師
鍋
の
振
る
舞
い
、
小
学
生
の
ブ

リ
の
つ
か
み
捕
り
大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
沢
山
の
中
、
軽
装
甲
機
動
車

及
び
７３
式
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
装
備
品
の
展
示
、
ミ

ニ
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等
、
笠
沙
町
自
衛

隊
家
族
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
衛
官
募
集

用
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
自
衛
官
候
補
生
２

次
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
、
募
集
広
報
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
ま
も
る
君
」
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
応

じ
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

競
争
や
ブ
リ
の
つ
か
み
捕

り
の
応
援
を
行
い
、
イ
ベ

ン
ト
中
で
の
地
域
市
民
と

の
触
れ
合
い
を
重
視
し

て
、
自
衛
隊
の
広
報
に
勤

め
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、
知
覧
分
駐
所

と
し
て
は
初
め
て
で
あ
り
、
南
さ
つ
ま
市
観
光
課

の
協
力
で
実
現
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
自
衛
隊
の

参
加
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
市
民
を
は
じ
め
、
小
、

中
、
高
生
が
興
味
深
く
募
集
ブ
ー
ス
に
集
ま
っ
て

来
て
、
自
衛
隊
家
族
会
長
や
広
報
員
の
話
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
南
薩
地
区
は
、
自
衛
隊
の
駐
屯
地
や
基
地
が

無
く
、
自
衛
隊
の
認
知
度
が
非
常
に
低
い
地
域

で
す
。
今
後
も
様
々
な
新
規
開
拓
を
実
施
し
て
、

自
衛
隊
の
認
知
度
の
低
い
南
薩
地
区
に
自
衛
隊

の
魅
力
を
積
極
的
に
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入

隊
者
を
１
人
で
も
増
や
し
、
更
に
減
少
し
て
い
る

自
衛
隊
家
族
会
会
員
を
１
名
で
も
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ2Ｖ墜落事故から55年
奄美大島くれないの塔で慰霊式募集広報活動新規開拓へ

知覧分駐所

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
は
、
平
成
２９
年
１１
月
６
日
か

ら
１０
日
の
間
、
自
衛
官
候
補
生
募
集
の
た
め
、
本
部
員
に
よ
る
総

出
募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。
募
集
課
の
み
な
ら
ず
、
全
課
室
員
を

動
員
し
、
鹿
児
島
中
央
駅
の
桜
島
口
、
西
口
と
、
天
文
館
本
通
の

３
箇
所
に
お
い
て
、
朝
夕
の
２
回
街
頭
に
立
ち
、
自
衛
官
募
集
の

た
め
の
チ
ラ
シ
を
封
入
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。
売

り
手
優
位
の
就
職
市
場
と
い
う
情
勢
下
に
お
い
て
、
公
務
員
全

体
の
人
気
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
を
広
く

周
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
衛
隊
そ
の
も
の
を
広
報
す
る
目
的

で
、
自
衛
官
は
制
服
で
街
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
県
内
に
３
つ
の
駐

屯
地
、
基
地
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鹿
児
島
市
内
で
は
自
衛

官
を
見
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
特
性
や
、
配
布
素
材
が
陸
上

自
衛
隊
の
迷
彩
柄
プ
リ
ン
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
い
う
物

珍
し
さ
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
各
出
張
所
等
も
、
近
傍
の
駅
、フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
等
で
広

報
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
広
域
で
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
を
実

施
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
実
施
場
所
の
選
定
の
段
階
か
ら
、
自
衛
隊
家
族
会
の

方
の
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
配
布
に
際
し
て
、
募
集

相
談
員
や
隊
友
会
の
方
々
に
も
早
朝
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
と
各
協
力
団
体
と
の
間

で
、
自
衛
官
募
集
に
関
し
て
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
と
い
う
問
題
意

識
の
共
有
と
募
集
に
係
る
協
力
活
動
が
出
来
た
こ
と
は
、
今
後

の
活
動
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
か
ら
出
張
所
等
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
も
ご
協
力
を
得
て
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

部
の
募
集
目
標
の
達
成
を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
出
募
集

募集課
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転　出　者

転　入　者

自衛官

配置替

准陸尉　　　渡邊　博文
鹿屋地域事務所から募集課へ

２等陸曹　　阿久根　裕美
広報企画室から募集課へ

定年退職者
２９．　９．１９ 

２９．　９．２１ 

２９．１０．２６ 

２９．１１．１６ 

２９．１２．　１ 

澤山　英樹 

津曲　博己 

福﨑　由郎 

渡邊　博文 

井上　一夫  

退職時：陸曹長

退職時：准陸尉

退職時：２等陸尉 

退職時：３等陸尉

退職時：陸曹長

退職者
２９．１０．３１ 今村　元彦 退職時：３等海佐

自衛官

２等陸佐 西木場　秀規
募集課長から九州補給処（目達原）へ

３等陸佐 新納　敏矢
奄美大島駐在員事務所長から西部方面総監部（健軍）へ

１等陸曹 福田　広志
薩摩川内出張所から第１２普通科連隊（国分）へ

１等海曹 美坂　昇洋
薩摩川内出張所から第２１１教育航空隊（鹿屋）へ

１等陸尉 福元　力人
鹿児島募集案内所長から福岡地方協力本部（福岡）へ

１等海曹 大迫　幸二
鹿児島援護センターから鹿屋航空基地隊（鹿屋）へ
（２９．９．２０　定年退職）

①出身地（都道府県）　　②趣味 　③何か一言（抱負など）

１等陸尉 松永　保
自衛隊大分地方協力本部（宇佐）から奄美大島駐在
員事務所長へ

①長崎県
②ビデオ鑑賞（邦画、時代劇）
③全所員とともに、与えられた任務を完遂できるよう
一生懸命頑張って行きます。

１等陸尉 前原　勝志
第４８普通科連隊（相馬原）から即応予備自衛官班
長へ

①鹿児島県
②ウェイトトレーニング
③真心をもって真摯に取り組む所存です。

１等陸曹 松元　貢
第８施設大隊（川内）から薩摩川内出張所へ
①鹿児島県
②園芸、魚釣り
③元気に、明るく、前向きに頑張ります。

２等陸佐 竹迫　孝一
自衛隊福岡地方協力本部（福岡）から募集課長へ
①鹿児島県
②史跡・遺跡めぐり、薬丸野太刀自顕流
③地元で勤務できる事に日々、感謝の気持ちと誇りを
忘れる事なく任務完遂に向け邁進します。

陸曹長 中島　万賀
第１２普通科連隊（国分）から国分援護センターへ
①宮崎県
②神社・温泉巡り、ＤＩＹ
③真心のこもった就職援護ができる援護マンになれる
よう、笑顔を絶やさず前向きに頑張ります。

人事往来
紹　介
人事往来
紹　介
人事往来
紹　介

准海尉 野田　博久　
鹿屋航空基地隊（鹿屋）から鹿屋地域事務所へ
①鹿児島県
②ゴルフ
③地元に根付いた募集活動に邁進したいと思いま
す。

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
（
以
下
「
鹿

児
島
地
本
」
と
い
う
）
は
、
第
58
次
南
極
観
測

支
援
を
終
え
た
海
上
自
衛
隊
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」

の
持
ち
帰
っ
た
「
南
極
の
氷
」
を
活
用
し
た
「
南

極
の
氷
の
贈
呈
式
」
を
、
９
月
５
日
（
火
）
に

沖
永
良
部
島
和
泊
町
立
和
泊
小
学
校
（
全
校
生

徒
２
４
５
名
）、
同
月
11
日
（
月
）
に
錦
江
町
立

大
原
小
学
校（
全
校
生
徒
17
名
）、同
月
20
日（
水
）

に
大
崎
町
立
野
方
小
学
校
（
全
校
生
徒
78
名
）、

10
月
３
日
（
火
）
に
肝
付
町
立
高
山
小
学
校
（
全

校
生
徒
４
４
１
名
）
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
報
道
機
関
に
よ
る
取
材
は
、
そ
の
う
ち
２
校

で
、
１
つ
目
は
和
泊
小
学
校
で
あ
り
、
今
年
度

唯
一
の
離
島
で
の
贈
呈
式
で
し
た
。
地
元
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
１
社
、
新
聞
社
１
社
が
取
材
に

訪
れ
、
翌
日
の
報
道
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
大
原
小
学
校
で
あ
り
、
今
年
度
鹿

児
島
県
本
土
で
は
初
と
な
る
「
南
極
の
氷
の
贈

呈
式
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
局
２
社
、

新
聞
社
２
社
が
取
材
に
訪
れ
、
翌
日
の
報
道
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
小
学
校
の
生
徒
も
、
南
極
の
話
を
詳
し

く
聞
く
の
は
初
め
て
の
よ
う
で
あ
り
、興
味
津
々

で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
南
極
の
氷

の
厚
さ
が
最
大
で
４
，
５
０
０
ｍ
以
上
あ
る
と

い
う
こ
と
を
簡
単
に
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
桜

島
（
正
式
名
称
‥
御
岳
、
標
高
約
１
１
１
７
ｍ
）

を
例
に
と
り
、
桜
島
４
つ
分
の
氷
が
大
陸
の
上

に
載
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
生
徒
達
は
容
易
に
想
像
で
き
た
よ
う
で
、

と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
南
極
に
係
る
説
明

が
終
わ
っ
た
後
、
実
際
に
「
氷
に
触
れ
る
体
験
」

の
時
間
に
な
る
と
、
待
ち
き
れ
な
か
っ
た
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
、「
南
極
の
氷
」
と
「
通
常
の
氷
」
の
違
い

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
南
極
の
氷
と
同
様

の
大
き
さ
の
通
常
の
氷
を
用
意
し
た
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
達
は
、
見
た
目
だ
け
で
な
く
、
南
極

の
氷
の
特
殊
さ
（
数
万
年
前
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
空
気
が
弾
け
る
音
な
ど
）
を
体
感
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
南
極
に
生
息
す
る
ペ
ン
ギ
ン
や
、

ア
ザ
ラ
シ
、
自
然
現
象
の
オ
ー
ロ
ラ
を
観
に
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
自
衛
隊
に
興
味
を

持
っ
た
数
名
の
生
徒
が
、
自
衛
隊
に
入
り
た
い

と
質
問
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
南
極

の
氷
の
贈
呈
式
」
に
よ
る
大
き
な
成
果
で
あ
り
、

大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
有
効
に
活
用
し
、
鹿
児
島

県
民
に
対
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
自
衛
隊
の
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
鹿
児
島
地
本
は
今
後
も
、
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
と
調
整
し
て
、こ
の「
南
極
の
氷
の
贈
呈
式
」

を
鹿
児
島
県
下
の
小
学
校
へ
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
そ
の
機
会
を
有
効
に
活

用
し
、
募
集
基
盤
の
形
成
の
強
化
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

平成29年度自衛官等募集案内

お問い合わせ先

採用種目 受付期間 応募資格試　験　日

自衛官候補生

高等工科

学校生徒

推薦：11月１日～
　　　　12月１日

１次試験：30年1月6日～8日　
※いずれか１日を指定されます。

第3回：12月18日～
　　　　　30年1月19日

１次試験：30年1月20日

第3回：30年 2月3日～4日

一般：11月 1日～
　　　　30年１月9日

男子で中卒（見込含）平成30
年 4 月 1 日現在 17 歳未満の
成績優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、学校長が推
薦できる者

男子で中卒（見込含）平成 30 年
4月1日現在17歳未満の者

平成30年4月１日現在18歳
以上27歳未満の者

本　　部 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

自衛隊鹿児島
地方協力本部

８９０-８５４１ ０９９-２５３-８９２０
（代表）

鹿児島市東郡元町４番１号
鹿児島第２地方合同庁舎内

事務所名 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

鹿児島募集案内所  

知覧分駐所  

薩摩川内出張所  

国分地域事務所  

鹿屋地域事務所  

大隅地域事務所  

奄美大島駐在員事務所  

種子島駐在員事務所  

徳之島駐在員事務所  

８９０-００４５ 

８９７-０３０２ 

８９５-００２４ 

８９９-４３３２ 

８９３-００６４ 

８９９-８１０２ 

８９４-００２３ 

８９１-３１０１ 

８９１-７１０１ 

０９９-２５１-７８０２  

０９９３-８３-１８１１  

０９９６-２２-２４０１  

０９９５-４５-１８３６  

０９９４-４２-４３８６  

０９９-４８２-１４０５  

０９９７-５３-９１０３  

０９９７-２３-０２９９  

０９９７-８３-３０８０  

鹿児島市武１-１０-１５　田中ビル２Ｆ

南九州市知覧町郡６２０４　南九州市役所内

薩摩川内市鳥追町５-１　ヤマトビル２Ｆ

霧島市国分中央６-１-５

鹿屋市西原４-５-１　鹿屋合同庁舎内

曽於市大隅町岩川６４９１-２　大隅合同庁舎内

奄美市名瀬永田町１７-３　鹿児島県大島支庁別館２Ｆ

西之表市西之表１６３１４-６　種子島合同庁舎内

大島郡徳之島町亀津５５３-１　徳之島合同庁舎内
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鹿児島地本だより （4）平成 30年（2018 年）　新年号

右:次男　太志（たいし）くん（中3）　　

左:長女　水玖（みく）さん（小2）

平
成
２９
年
度
南
極
の
氷
の
贈
呈
式

平
成
２９
年
度
南
極
の
氷
の
贈
呈
式

和泊町立和泊小学校
（９月５日）

錦江町立大原小学校
（９月１１日）

大崎町立野方小学校
（９月２０日）

肝付町立高山小学校
（１０月３日） 広

報
企
画
室

ぼく、わたしのお父さんぼく、わたしのお父さん
父：稲村３曹（鹿児島募集案内所）

作文：長女（小２）稲村　水玖（みく）さん

新婚さん紹介新婚さん紹介
広報企画室　長野１曹：奥様　なつ子さん

思いやりと感謝を忘れず、
お互いに支え合いながら、
楽しい家庭を築いて
いきたいです。

入籍：２９.８.１７


